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市民と市長のタウンミーティング（要旨の報告） 

 

日  時：令和７年７月２１日（月・祝） １０時００分～１１時３０分 

場  所：渋谷学習センター３０５会議室 

テ ー マ：市政全般 

参加人数：９人 

出 席 者：古谷田市長、総合政策課長、マーケティング課長・広聴係３名 

 

タウンミーティングの概要、昨年度の意見に対するフィードバックを説明後、参

加者から意見聴取。 

 

【意見】 

 災害について、私の中であるが、Ａランクを南海トラフ地震や首都直下型地

震、富士山の噴火、他国からの武力攻撃、Ｂランクをその他の地震、台風、

大雨と分けて考えている。 

 Ｂランクについては、市役所や自治会、自主防災会などが中心になったマニ

ュアル整備や防災に対する心構えがしっかりしているが、問題となるのはＡ

ランクである。 

 Ｊ－ＡＬＥＲＴが発令された場合、どう対処すればよいか分かっている市民

はほとんどいないと感じている。 

 世界情勢が悪化するなかで、日本もいつ武力攻撃を受けるか分からない状況

であるため、一時緊急避難所の設定について、自然災害の避難所と同じレベ

ルで行政や自治会でも考えていかなければならないと考える。 

 東京都心は地下街や地下鉄を一時緊急避難所にしているので、大和市も地下

施設を活用するべきである。 

 住宅についても、６畳ほどのスペースであれば５０万円ほどで施工できるの

で新築やリフォームのタイミングで耐震シェルターや耐震ルームの導入補

助金があるとよいのではないか。 

【市長】 

 地震、火山の対策は大和市地域防災計画、武力攻撃などの対策は大和市国民

保護計画で総合的な指針等を定めており、こういった計画に基づいて各種対

策や訓練を実施している。 

 富士山の噴火で想定されるのは火山灰による被害であるが、具体的な対策が

進んでいないのが実情なので、国や県の動向等も把握しながら対策を検討し

ていきたいと考えている。 

 熊本地震後、ボランティア活動した時に、阿蘇山の噴火で降り積もった火山

灰で大変苦労した経験があり、火山灰対策の必要性を強く感じている。 

 また、シェルターの整備や地下施設の有効活用という点では、韓国に大きく

後れを取っていると感じている。 

 ２０２７年に瀬谷で開催される横浜国際園芸博覧会に向けて、横浜市は新た
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な交通を通す地下道を計画している。 

 国費も入れて整備する計画となっており、武力攻撃などの緊急時の避難先と

して活用する可能性もあるので、連携できるかその可能性を探っていきたい。 

 大和市内の地下施設はそれほど多くはないが、既存施設を一時的なシェルタ

ーとして活用できるか、こちらも可能性を探っていく。 

 

【意見】 

 田中４号公園は開設して５０年が経過した。 

 公園に大きな桜の木があるが、老木化していて強い雨風の後は、かなりの数

の枝葉が落ちている。 

 道路側にも枝が伸びており、車や人がそれを避けている状態であり、一部は

電線に触れているので、剪定をお願いしたい。 

 また、田中４号公園の引地川側にある水道について、水道メーターのボック

スだけがある状態なので、蛇口を設置して使えるようにするか、ボックスを

撤去するか、どちらかにするべきではないか。 

 スタンドパイプについて、市内各所に設置されており消火資機材として有効

だと思うが、消火栓の位置が分からなければ意味がないので、位置を明示す

るなど何らかの工夫をしてほしい。 

 先日、保健福祉センターでＡＥＤ講習会を受けて感じたのが、市内に配備さ

れているＡＥＤについて、夜間閉鎖している場所に配備しても使えないので

はないか。 

 川崎市ではコンビニにＡＥＤを配備していると新聞に掲載されていた。 

 こういうことはどんどん真似するべきなので、大和市でもやってみてほしい。 

【市長】 

 田中４号公園については、開設当初に水道の設置を予定していたと思われる

が、何らかの事情で設置がなされていない状態となっている。 

 公園の機能として考え、水道の設置について可否を検討する。 

 公園の樹木は順次剪定しており、ご指摘の樹木については、関係課に情報を

伝える。 

 スタンドパイプについては、保管用ボックスの中に、そこから近い消火栓を

明記した地図を収納している。 

 このことが知られていないこと、災害時の緊迫した状態を考慮すると、もっ

と分かりやすくする方法を検討してみたい。 

 ＡＥＤについては、大和市も協力いただけるコンビニに設置しており、ＩＫ

ＯＺＡの近くでは高座渋谷駅西口のセブンイレブンに協力いただいている。 

 コンビニはすべての店舗ではないので、協力いただける店舗を増やしていけ

るように努める。 

 また、学校に設置しているＡＥＤはできるだけ校舎内から校門付近などに設

置するように改善している。 
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【意見】 

 ２歳の子育て中で、保育園になかなか通らない状況である。 

 保育園を増やすか、一時保育の利用枠を増やしてほしい。 

 現在、一時保育を利用しているが、同じ曜日、同じ時間帯で利用できないた

め継続的に働くことができない。 

 来年３歳になるので、保育コンシェルジュに相談したところ、３歳児は非常

に難しい状況とのことであった。 

 大和市は子育て王国を掲げているが、その名に見合っていない。 

 幼稚園が合わない子もいるので、保育園を増やしてほしい。 

【市長】 

 大和市内の保育園は１０年前に３０園だったのが、現在９２園まで増えてい

る。 

 予算も今年度は約１０８億円まで増えており、来年度は約１１０億円が必要

になる見込みである。 

 保育園は増えたのだが、保育士不足や定員割れしている園もある。 

 幼稚園も定員割れを起こしている園もあり、これ以上、保育園を増やさない

でほしいという声もある。 

 保育の需要はとても高いため、保育コンシェルジュが相談を受けて、情報提

供や案内を行っている。 

 全国的に保育士が不足しており、保育士の質の低下も懸念される。 

 この状況に多くの地方自治体が悩まされており、市が単独で予算措置してい

くことも限界があるため、国や県に強く訴えていく。 

 

【意見】 

 学校に行けない、所謂グレーゾーンの子を育てている。 

 現在、小学２年生で、主に母親が付きっきりの生活となっている。 

 女性の社会進出が広がっているというが、こういった家庭の場合、社会進出

したくても働くことができない。 

 子どもの居場所を探すために市に相談しているが、施設があっても週に１回

ということが多く、その他の日は親が付きっきりで働けない。 

 一昨年、「子育て王国」を掲げる大和市に魅力を感じて横浜から引っ越して

きたのだが、生活してみたら何の支援もないので対策を考えてほしい。 

 公共交通について、中央林間周辺は民営バス路線がない代わりに、コミュニ

ティバスが走っているが、便数、乗車人数共に少ない。 

 やまとんＧＯについては、お年寄りがバス停で長い間待っていても、満員で

乗れないことが多々ある。 

 とても可哀想なので、コミュニティバスを充実させてほしい。 

 公園の設備について、老朽化遊具が撤去したまま放置されていることが多い。 

 近隣の幼稚園、保育園、学童など使いたい人は多い。 

 公園以外の遊び場はないので、公園の整備をお願いする。 
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【市長】 

 各学校において、発達の状態等に応じた支援を行っている。 

 全国的に教員が不足しており、大和市の学校も例外ではない。 

 教員に対するネガティブなイメージがあるのか、若年世代の成り手が不足し

ているので、定年された先生にお声がけして、引き続き働いてもらっている

状況である。 

 特別支援教育ヘルパー、不登校児童支援員・不登校生徒支援員などの支援も

しているが、資格が必要というハードルもあるので、有資格者でなくても対

応できるようにすることも含め、人手を確保するよう神奈川県に求めている。 

 教員の人手不足は、国や県が対応していくべき問題であるため、引き続き、

国や県に要請していく。 

 コミュニティバスについては、地域の人口や利用率を踏まえて、調整をして

いきたい。 

 公園遊具については、市の財政が厳しいこともあり、ご指摘のような状況が

あるので、まずは財政の健全化に取り組んでいく。 

 

【意見】 

 市ホームページに市民の掲示板があるが、なかなか辿り着けない。 

 市民の掲示板はサークル会員募集や各種イベントを紹介してもらえるため

とてもよいページであるが、閲覧しにくいなら意味がない。 

 誰でも簡単に閲覧できるようにしてほしい。 

 心身障害者医療費助成制度の対象範囲を広げてほしい。 

 このことは議会請願もしており、家族の念願である。 

【市長】 

 「市民の掲示板」は、やまとニュースに掲載していたが、発行を終了するに

あたりホームページに移行した。 

 ひと目でわかる、簡単にアクセスできるように指示を出しているが、さらな

る改善が必要であるため、あらためて指示する。 

 心の健康は誰にでも起こり得るもので、市長になる前から政治活動の柱のひ

とつとしてきている。 

 心身障害者医療費助成制度の拡充に関しては、市が単独で対応することが難

しいため、国に対して全国一律の制度として実施するよう要望している。 

 市の財政状況が厳しい中ではあるが、地域で自分らしく生活していくための

支援として、今年度はこもりびとやそのご家族の常設の居場所を設置した。 

 市としてできることは限られているが、今後も取り組んでいく。 

 

【意見】 

 柳橋自治会では盆踊り大会など色々なイベントを行っており、地域のコミュ

ニケーションが図られている。 
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 こういったイベントに対して、市から補助金を出してもらえると、自治会活

動が広がってコミュニケーションが活性化し、市内の他の自治会と連携した

イベントなど、広範囲のコミュニケーションにつながっていくと思う。 

 以前、待機児童ゼロというのを大きく見せていたと思うが、現在の待機児童

の状況について聞かせてほしい。 

【市長】 

 自治会に関して、私は宝だと思っている。 

 災害時に略奪や暴動が起きず、秩序が保たれ助け合えるのは、自治会を中心

とした地域のつながりによるものである。 

 今年度は「地域コミュニティ活動支援補助金」という制度を創設した。 

 この補助金は自治会活動を支援する７つのメニューがあり、自治会運営に必

要な経費を支援する、自治会加入世帯数に応じた「自治会基本運営補助金」、

自治会エリア内住民を対象とした地域全体に対して行う、防災、交通安全、

環境、福祉、防犯活動などを支援する「人口割補助金」など、自治会の規模

や活動内容に応じた支援を始めたところである。 

 これからは福祉の分野も地域の力が非常に重要になると考えており、地域住

民が主体となる持続可能な地域活動を支援していく。 

 待機児童について、前市長時代は待機児童ゼロを前面に押し出していたが、

あくまで４月１日現在の数字である。 

 私が市長に就任してからは、より現実的に待機児童の状況をお知らせするよ

うに指示している。 

 保育に関しては、量より質が大切であり、お子様、保護者に寄り添って対応

している。 

 令和７年４月時点での待機児童数は７人である。 

 先ほどもお伝えしたとおり、保育の需要はとても高いため、保育コンシェル

ジュが相談を受けて、情報提供や案内を行っている。 

 今後は既存施設を活用した保育の受け入れなど、よりよい形にもっていける

ようにしたい。 

 

【意見】 

 ゆとりの森について何点か要望する。 

 園内の照明について、綾瀬市側と比べると非常に暗いので明るくしてほしい。 

 芝生グラウンド南側のトイレについて、午前９時から午後５時まで、今の時

期は少し長く午後６時まで使えるが、使えない時間帯が長すぎる。 

 ゆとりの森で早朝ラジオ体操をしているが、トイレが使えず困っている人が

多いので２４時間使えるようにしてほしい。 

 芝生グラウンド南側の自動販売機は建物の中にあるため、使えない時間帯が

あるのは自動販売機の意味がないと思う。 

 綾瀬市側はミストが増設されたので、大和市も増設してほしい。 

 綾瀬市との境界にあった柵を撤去したことは感謝している。 
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【市長】 

 ゆとりの森やその周辺が暗いというのは「市長への手紙」でも意見をいただ

いており、綾瀬市側が明るい状況も現場で見て承知している。 

 暗いことによる危険は防止しなければならないので、少しずつにはなるが改

善していければと考えている。 

 園内の立ち入りに時間制限はないため、住み着いてしまうことなどを防ぐた

め、トイレや自動販売機などの施設は管理上使えない時間帯を設けている。 

 使える時間帯を増やせるか、管理の状況を確認した上で、その可否について

検討する。 

 暑さ対策としてのミストも、導入の可否を検討してみたい。 

 ゆとりの森に限らず前市長時代に整備された施設については、私からすると

無用なものやルールがあったり、反対に必要なものがない場合もあるので、

都度、状況を確認しながら改善している。 

 

【意見】 

 中学生と小学生の子どもがいる。 

 ５月１９日に連絡システム「すぐーる」で皆出席廃止の通知があった。 

 中学生の息子は１年生から皆出席を目指して頑張っているので、社会でも無

遅刻無欠席無早退が評価されることを伝えて励ましてきた。 

 そういう子もいるのに、紙１枚で廃止というのはあまりにも酷い。 

 息子は、自分の代は皆勤賞をもらえるのに、後輩はもらえないことが心苦し

いと言っている。 

 廃止理由として、「国が不登校児童生徒への支援として、学校に登校すると

いう結果のみを目標とするものではないとしているほか、休むことへの社会

意識の変化等を受けて、教育委員会といたしましては、皆出席の表彰制度を

維持することは、今の子どもたちを取り巻く教育環境にそぐわない」とあっ

た。 

 財源が理由であれば諦めもできたのだが、不登校支援を理由としていたとこ

ろに引っかかっている。 

 小学生の下の子が不登校で半年ほど学校に付き添っている。 

 息子が通う小学校は、雨の日にコーディネーターの先生が迎えに来てくださ

ったり、家を出られるまで１時間かかっても待っていてくれるなど、とても

手厚い支援をしていただいており、特別教室に通えるようになった。 

 なぜ、普通に通えている子の目標をなくしてしまうのか。 

 そこを混ぜてしまうのではなく、分けて考えるべきである。 

 下の子については、不登校になった時点で皆出席は頭から抜けていて、この

子が学校に行く目標は別のところにある。 

 子育て王国ということで、すべてを分け隔てなくという視点は理解できない。 

 廃止する理由を聞かせてほしい。 

【市長】 



- 7 - 

 

 この件に関しては、教育長、教育部長から説明を受けている。 

 ご提示いただいた理由のほか、コロナ禍を経て体調不良がある場合は療養の

ため欠席し感染症拡大を防ぐ考えが浸透したこと、四季の短縮化によって子

どもや家庭の負担が増えていることも挙げられていた。 

 これまでのように大々的に全校児童生徒の前で表彰はやらなくても、校長室

などで個別に表彰することなど、子どもたちの励みになる代替手段を検討し

てほしいと伝えてある。 

 本日、いただいた貴重なご意見は、今後、検討する際の参考とするよう教育

委員会にお伝えさせていただく。 

 

【意見】 

 児童クラブについて、面談など学校行事がある時間は就労していないと見做

されて預けることができないので、保護者のどちらかが仕事を休んで面倒を

みることになる。 

 児童クラブからは、学校の図書室が使えるとの案内があるが、そこで待つこ

とができない子もいる。 

 横浜市は民間が運営しているので、こういったところも柔軟に対応している。 

 大和市にも柔軟な対応をお願いしたい。 

【市長】 

 児童クラブの運営に関して、様々なご意見をいただいている。 

 本日のご意見も含め、すべてにお応えできるわけではないが、少しでも利用

しやすくなったと思っていただけるよう改善に努めていく。 

 

【意見】 

 一時保育の申込は園に電話しなければならない。 

 保育士や事務員の手を煩わせてしまうので、インターネットなどで申込でき

るようになると助かるので、ご検討いただきたい。 

【市長】 

 大和市のデジタル化については、多くの市民が関係する部分から段階的にＤ

Ｘを進めている状況である。 

 今年度は手書きでやっていた児童クラブの手続きをデジタル化する。 

 一時保育手続きのデジタル化も課題と捉えており、ご意見を所管課と共有し

今後の参考にさせていただく。 

 

【意見】 

 やまと２４時間健康相談について、救急車を呼ぶか迷ったら相談するように

広報されている。 

 今までに４回利用したことがあるのだが、相談が必要な状況であるため、か

なり焦って電話することになる。 

 電話はすぐにつながらず、やっとつながったと思ったら「どこにお住まいで
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すか」「あなたは何歳代ですか」と聞かれることが疑問である。 

 こちらが救急で診てもらえる病院を聞いても「調べます」と言われ、ネット

で調べた方が早いと思い、こちらから相談を打ち切ったこともある。 

 相談員の質をあげるべきではないか。 

【市長】 

 ２４時間健康相談に限らず、緊急時の電話応対は相手を落ち着かせる意味も

あって住所や年齢などから聞くことが多い。 

 ご不快な思いをさせてしまったことは大変恐縮だが、相談者の焦りを落ち着

かせることが必要なこともご理解いただきたい。 

 相談を受ける側は、話し方や言葉の選び方が重要であり、こういう場面で寄

り添っていることが伝わるよう指導していく。 

 

 


